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（EI No.2601） 
 

2025 年 1 月 27 日 
三菱電機株式会社 

 
ランディス+ギアとグリッドエッジ分野における協業を開始 

グリッドエッジ・インテリジェンスの進化によりエネルギー転換を推進し、脱炭素社会の実現に貢献 
 

三菱電機株式会社は、ランディス+ギアの米州本社（所在地：アメリカ・ジョージア州）と、配

電網の末端と需要家との接点にあたる「グリッドエッジ」において、データ取得・判断・制御を

高度化する仕組みや能力（グリッドエッジ・インテリジェンス）の進化、および脱炭素化に向け

たエネルギー転換の加速を目的とする事業協業に関する覚書（MOU）を締結しました。 
 
近年、再生可能エネルギーの導入拡大や電化技術の進展に伴い、太陽光発電や蓄電池などの発

電・蓄電設備に加え、電気自動車（EV）やヒートポンプといった、電力需要の制御が可能な設備

など、需要家側に設置される分散型エネルギー設備※1 が増加しています。太陽光発電は、時間帯

や気象条件によって出力が変動する一方で、EV の充電やヒートポンプの稼働は特定の時間帯に集

中しやすく、同時に大量の電力を消費することから、電力の需給変動や系統混雑、電圧変動といっ

た課題が顕在化し、エネルギー運用事業者によるグリッドの運用がより一層複雑化しています。 
また、分散型エネルギー設備の導入により、需要家側におけるエネルギー利用や設備運用のニーズ

も多様化し、太陽光発電で発電した電気の使途を自家消費・売電・蓄電から選択することや、EV
の充電やヒートポンプの稼働タイミングを決めることなどが求められています。 

こうした課題やニーズに対し、従来の中央システムによる一元的な監視・制御だけでは追随で

きないため、グリッドエッジにおいて各需要家や分散型設備ごとのエネルギーの利用状況や運用

状態をリアルタイムで把握し、迅速かつきめ細かに運用・制御することが求められています。 
 
ランディス+ギアは、セキュアな環境のもとで、同社の高性能なスマートメーター「Revelo®」

上で実行されるグリッドエッジ・アプリケーションの開発を可能とする、オープンかつ拡張性の

高いプラットフォームを有しています。 
当社は、「BLEnDer®（ブレンダー）※2」をはじめとするエネルギーソリューションや、多様な

需要家向け設備の開発を通じて培った、AI 技術「Maisart®（マイサート）※3」を含む高度な技術

力と豊富な知見を有しています。 
 
本覚書に基づき、当社は、ランディス+ギアのプラットフォームを活用して、グリッドエッジ・

アプリケーションの開発を進めます。両社のノウハウを組み合わせ、グリッドエッジ・インテリ

ジェンスの進化を図ることで、エネルギー運用事業者は複雑化する社会インフラの安定運用や信

頼性向上を実現するとともに、需要家は自身のエネルギー消費の最適化および多様な設備・機器

の有効活用が可能となります。 
また、グリッドエッジ・インテリジェンスの進化により、太陽光発電や EV、ヒートポンプなど

の分散型エネルギー設備の導入に伴う課題やニーズに対応することで、従来の化石燃料に依存し

たエネルギー供給から持続可能なエネルギー体系への転換を推進し、脱炭素社会の実現に貢献し

ます。 
当社は今後、ランディス+ギアとともに、分散型エネルギーの普及やグリッドエッジ・インテリ

ジェンスの進展が著しい北米市場を起点に幅広いユースケースの創出を進め、市場に展開してい

きます。 
 
 
 
 
 

 
※1 電源やエネルギー設備を、少数の大規模発電所に集約する従来型の形態とは異なり、需要地の近くや需要家

側に分散して設置・運用されるエネルギー関連設備の総称。 
※2 当社が開発した電力取引と需給制御を総合的に扱う電力市場向けパッケージ型ソフトウエア製品のシリー

ズ総称。 
※3 Mitsubishi Electric’s AI creates the State-of-the-ART in technology の略。 

全ての機器をより賢くすることを目指した当社の AI 技術ブランド。 
   https:// www.MitsubishiElectric.co.jp/corporate/randd/maisart/index.html 
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 関係者コメント  
ランディス+ギア 最高製品技術責任者 アミス・コータ（Amith Kota）コメント 
「発電から家電に至るまで幅広い領域で培われた三菱電機の卓越した専門性は、グリッドエッジ・

インテリジェンスの高度化や、電力会社の意思決定の強化を支援するとともに、電力会社とその

顧客双方に価値をもたらすイノベーションを推進する先進的なアプリケーションの提供において、

極めて重要な役割を果たすでしょう。」 
 
三菱電機株式会社 上席執行役員 エネルギーシステム事業本部長 濱本 総一コメント 
「今後、エネルギーリソースの超分散化が進み、エッジで自律的に判断や制御を行う新たな社会

インフラの姿が広がっていくと考えています。業界をリードするグリッドエッジ・プラットフォ

ームを展開するランディス+ギアとの協業により、全体最適を担うセンター側の機能とエッジ側の

機能が協調し、エネルギーやアセット、データがシームレスにつながることで、エネルギー分野

にとどまらず、さまざまな社会インフラや産業分野において、これまでにない新たな価値を創出

することを目指します。この取り組みにより、よりスマートで柔軟かつ持続可能な社会の実現に

貢献してまいります。」 
 

 商標関連  
「Revelo」 ランディス+ギアの登録商標 
「Maisart」 
「BLEnDer」 三菱電機株式会社の登録商標 

 

 ランディス+ギアについて  
ランディス+ギアは、電力網全体での装置、データを意思決定につなぐ高度なソリューションを

提供する世界のエネルギー業界を牽引するテクノロジー企業です。当社は、世界 3,500 社を超え

るユーティリティ事業者様からの信頼をうけ、従来の装置類をスマートかつ相互接続するセンサ

ー網へと進化させ、電力網のリアルタイム可視化と制御を実現します。 
これらの知見と技術により、電力、ガス、水道などの事業者様は需要を先読みし、運用を最適

化し、より便利、安全、強靭、持続可能で高い信頼性を備えたエネルギー供給を実現できます。 
詳細は、www.landisgyr.com をご覧ください。 

 

 三菱電機グループについて  
私たち三菱電機グループは、たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、活力とゆとりある社

会の実現に貢献します。社会・環境を豊かにしながら事業を発展させる「トレード・オン」の活

動を加速させ、サステナビリティを実現します。また、デジタル基盤「Serendie®」を活用し、お

客様から得られたデータをデジタル空間に集約・分析するとともに、グループ内が強くつながり

知恵を出し合うことで、新たな価値を生み出し社会課題の解決に貢献する「循環型 デジタル・エ

ンジニアリング」を推進しています。1921 年の創業以来、100 年を超える歴史を有し、社会シス

テム、エネルギーシステム、防衛・宇宙システム、FA システム、自動車機器、ビルシステム、空

調・家電、デジタルイノベーション、半導体・デバイスといった事業を展開しています。世界に

200 以上のグループ会社と約 15 万人の従業員を擁し、2024 年度の連結売上高は 5 兆 5,217 億円

でした。詳細は、www.MitsubishiElectric.co.jp をご覧ください。 
 

 お問い合わせ先  

＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2332 
https://www.MitsubishiElectric.co.jp/news/contact.html 

 
＜お客様からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 エネルギーシステム事業本部 Digital Energy 事業統括センター準備室 
〒221-0056 神奈川県横浜市神奈川区金港町 1 番地 7 横浜ダイヤビルディング 29 階 
E-mail：DigitalEnergySolution@pb.MitsubishiElectric.co.jp 

http://www.mitsubishielectric.co.jp/
https://www.mitsubishielectric.co.jp/news/contact.html

